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1 9 6 3年

1 9 6 4年

1 9 6 5年

1 9 6 6年

1 9 6 7年

九州大学大型計算機七ンタ一年譜

4月 九州大学中央計数施設発足．

5月 日本学術会議科学研究計画第一次5ケ年計画について政府に勧告．

第3要望に共通研究基盤の拡充として大型計算機の設置をあげる．

5月 中央計数施設から 19 6 6年度概算要求として，大型超高速電子

計算機設置要求（年間借用料： 1.4 4億円）．

7月 西日本地区国立大学電子計算機協議会（西計協）発足．西日本地

4月

5月

1 0月

5月

2月末

3月20日

3月31日

区における中小型計算機の導入および整備，大型計算機導入のた

めに活動．

東京大学大型計算機センター発足．

中央計数施設から 19 6 6年度概算要求として，西日本地区大型

計算機センター設置要求（年間借用料： 4.7億円）．

西日本地区大型計算機利用協議会（西利協）発足．

中央計数施設から 19 6 7年度概算要求として，西日本地区大型

計算機センター設置要求（年間借用料：約3.9億円）．

文部省より大型機に関する内示（予算：年間借用料1.6億円，

稼動開始： 19 6 9年1月）．

計算機メーカーに資料提出要求（中央計数施設の長が代行）．

中央計数施設運営委員会．

内容：総長の命により，九州大学大型計算機センター設置準備

委員会を組織．

4月 6日 第1回設置準備委員会．

内容：要項決定，小委員会組織（機種選定調査小委員会，建築

小委員会，運営方式小委員会），常任委員会組織，日程

決定，正式に資料提出を計算機メーカーに依頼．

4月11日 第1回機種選定小委員会．

内容：日程作成．

4月16日 計算機メーカー資料提出期限（資料提出メーカー：日立，東芝，

日電，富士通， 日本 IBM). 

4月18日 第1回建築小委員会．

内容：基本計画を中心に設計開始．

4月21日 第1回説明会開催． （～4月26日）

内容：メーカー 5社から椎せん機種について説明聴取．

4月26日 第2回機種選定調査小委員会開催．

内容：機種選定方針を与えてメーカーに再検討させる．

4月28日 建築小委員会見学会（九電，福銀計算機室）．
5月 1日 第2回建築小委員会．

内容：計算機室の位置を検討．

5月 8日 西日本地区国立大学電子計算機協議会（西計協），西日本地区大

型計算機利用協議会（西利協）開催．

第2回設置準備委員会．

内容：機種選定方針の検討．
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第3回機種選定調査小委員会．

内容：機種選定方針決定．

5月22日 第3回建築小委員会．

内容：室の配列，人員機構図，機械の製作日程等の打合せ．

5月27日 第2回説明会開催(~5月31日）

内容：再提出された各社の計画について．説明聴取．

5月31日 第 1回常任委員会，

内容：予算の振替要求と各委員会の今後の日程について．

6月 5日 第4回機種選定調査小委員会．

内容：各機種について調査を続けることに決定．

6月 7日 第2回常任委員会．

内容：機種選定の経過報告，センター要員の確保について．

6月19日 第3回常任委員会．

内容：機種選定に関する打合せ．

6月28日 第4回常任委員会．

内容：機種選定の整理について．

第5回機種選定調査小委員会．

内容：各機種の比較採点結果作成．

6月29日 第3回設脱準備委員会．

内容：機種決定，今後の方針決定．

7月 3日 富士通信機（株）と九大施設部の第 1回打合せ．

内容：機械の配岡について．

7月 5日 第5回常任委員会．

内容：機種内定の報告，旅費，校費の査定，建物，概算要求に

ついて，センター人事．

第4回建築小委員会．

内容：平面図検討．

9月20日 第 1回運営方式小委員会．

内容：システム運用の甚本方針の確認，富士通社の運用管理案

の検討．

9月26日 第5回建築小委員会．

内容：新平面図で各室の入替を検討．

1 0月 2日 富士通信機（株）と九大施設部第2回打合せ．

内容：電源，二重床，換気等連絡．

1 0月 3日 第2回運営方式小委員会（学内委員のみ）．

内容：センター設立に必要な規則，利用細則の検討．

1 1月 10日 富士通信機（株）と九大施設部第3回打合せ．

内容：空調方法を連絡．

1 1月24日 第7回建築小委員会．

内容：電気，設備関係の検討．

1 1月28日 第6回常任委員会．

内容：文部省，・総長あて報告書について，センター規則の検討，

設置準備委予算の使途について，センター要員の検討．
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1 2月 センター建築工事着工（施工，銭高組）．

1 9 6 8年 1月31日 第7回常任委員会．

内容：人事実行案，建築実行案について．

2月 7日 第8回建築小委員会．

内容：最終図面検討承詔．

2月22日 中央計数施設運営委員会．

第8回常任委員会．

内容：センター規則検討．

2月26日 第4回設置準備委員会．

内容：予算配当内示について，建物について．

西利協総会．

内容：東大センター利用状況，九大センター設置準備状況．

3月 4日 中央計数施設運営委員会．

4月15日 九州大学大型計算機センターの組織発足（学内措置）．

運営委員会，専門委員会を組織，広報創刊．

4月 16日 第9回常任委員会．

内容：委員会日程，組織整備の日程について．

5月 9日 中央計数施設運営委員会．

5月12日 大野克郎教授（エ）センター長に就任，

有田五次郎講師研究開発部長に就任．

6月 2日 米空軍RF4Cファントム偵察機が，建築中のセンターに墜落炎

上．

6月4, 5日 水野総長を先頭に教職員，学生有志が「板付基地撤去」を要求す

る抗議デモを行う．

6月 14日 総長は，板付基地撤去およびそれまでの安全措置について，総理

大臣，文部・外務両大臣，防衛庁長官および駐日アメリカ代理大

使に陳情（第 1回）．

6月25日 大型計算機センター運営委員会学内委員会．

第2回陳情．

7月 2日 電算機復l日委員会（委員長：問田直幹教授）設謹きまる．

7月 9曰 機体引き降ろしに反対する学生が評議会に乱入．

評議会において機体の自主引き降ろしを決定．

7月3l日 立入禁止区域の拡張と機体保管庫の位置確定のための準備作業を

開始したが，引き降ろし反対派学生の妨害により作業中止．

8月 2日 機体引き降ろし作業に蒋手しようとしたが，反対派学生の妨害に

より作業中止．

8月23日 機体保管庫建設中に引き降ろし反対派の学生が教職員，学生に角

材を振るい負傷者続出．

9月 2日 計算機委員会（委員長：北川敏男教授）が仮設センターを九大内

の他の場所に設けたいと総長に答申．

9月 9日 計算機委員会は， 「米軍機墜落事故に伴う全国共同利用九州大学

大型計算機センター開設計画について」，また同29日に「大型

計算機設置に関する要点」と題するパンフレットを作成，学内に
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配布．

9月18日 教養部学生集会開催（総長出席）．

第 5回設置準備委員会と大型計算機センター運営委員会を合同で

開催．

内容：センター開設計画について．

1 0月13日 笠察のハンディトーキーが学生に奪われたという事件に対し，教

蓑部が西福岡署による強制捜索をうけ，学生 1名が逮捕された．

1 9 6 8年 1 1月 5日 文学部自治会が文学部事務室をパリケードで封鎖したため，これ

に反対する教戦員，学生との間で乱闘が起こり，多数の負傷者が

出た．

1 1月15日 小郡町に米軍機墜落．

1 1月28日 板付基地撤去促進専門委員会が「基地と大学一九州大学はうった

える一」を作成．

1 2月 2日 「板付基地撤去」と「市民と大学の安全を保障せよ」をスローガ

ンとして，総長を先頭に教職員，学生有志による堤灯デモを行う．

1 2月14日 機体処理に関する基本的態度について，総長談話を発表．

1 2月19日 「大型計算機早期利用に関する要望」書が学内有志より文部大臣

に提出される．署名者 1, 6 5 6名．

1 2月20日 2 2日以降に教官の手によって，墜落米軍椴の機体引き降ろし準

備作業を開始する旨公示．

1 2月24日 「反帝学評」と「革マル派」の学生が，中門付近で乱闘，市民や

教官，学生多数が負侶． （～ 1 2月25日）

1 2月27日 機体引き降ろし準備作業を試みたが，反対派学生の妨害により作

1 2月29日

1 9 6 9年 1月 5日

1月 6日

1月 9日

業は中止．

機体引き降ろし準備作業にかかるため，約 50名の教官が集った

が，反対派学生の妨害で，作業は中止．

午前 1時40分，米軍機の機体が何者かの手により引き落された．

「大型計算機早期利用に関するお願い」が鹿児島大学，宮崎大学，

大分大学，熊本大学，長崎大学，佐賀大学，九州工業大学，広島

大学より文部省に提出される．署名者82 3名． （参考資料4)

九州大学総長は文部大臣に会い，大型計算機の早期利用を要望す

る．

1月 5日 機体引き降ろし事件に関し，学生部長室に次々と赴いた評議員と

椴体引き降ろし反対派の学生とが延べ51時間にわたり交渉．

(~ 1月7日）

1月31日 水野高明総長の辞職にともない，教育学部原俊之教授が総長事務

取扱に就任．

2月15日 仮センター用建物契約締結（旧九電総合研究所）．

2月17日 仮センター用建物改装開始．

2月28日 大型計算機システムー式搬入完了．

「中核派」の学生が，事務局及び学部を封鎖 (3月3日解除）．

3月 7日 九電総合研究所跡仮設センターにて計算機システム稼動開始．

3月11・日 評議会で，原総長事務取扱の辞任および井上法学部長の総長事務
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取扱い就任を承認．

3月18日 3月17日付け文部省官房長名の，井上教授の言動に関する照会

文書を受理．

3月25日 評議会で文部省からの井上教授の言動に関する照会文書に対して，

このような照会には応じ得ず，また追憾である旨回答することを

決定．

4月17日 第6回設置準備委員会．

内容：仮設センターについて，決算報告，予算について．

西利協総会．

内容：九大仮設センター開設報告（経緯，組織）．

4月18日 大学制度委員会が発足（委員長：辻節三教授）．

4月25日 「反帝学評」の学生が文科系学部本館を封鎖 (5月2日解除）．

4月26日 「反帝学評」の学生が事務局および学生部を，医学部自治会の学

生か医学部，附屈病院，歯学部，附属病院の事務室をそれぞれ封

鎖 (4月28日解除）．

5月 2日 調査委員会は 1月5日の機体引き降ろし事件に関する調査結果を

評議会に報告，同時に学内に公表．

5月20日 文学部の学生大会で無期限のバリケード・ストライキを決議．文

学部の建物を封鎖．

評議会で，井上正治法学部長の総長事務取扱（未発令）辞任を承

認．

5月22日 「大学法案に関する全学教官集会」を記念購堂において開催．

教育学部の学生大会で，無期限ストを決議，研究室，事務室を封

鎖．

5月24日 原俊之教育学部長の総長事務取扱辞任にともない，問田直幹医学

部長が総長事務取扱に就任．

6月 1日 大型計算機センター利用負担金徴収開始．

6月 2日 米軍槻が大型計算機センターに墜落して 1周年，この日問田総長

事務取扱を先頸に，教職員，学生が「板付基地撤去」の市中デモ

を行う．

6月 3日 井上正治法学部長の総長事務取扱の未発令間題について，医学部

教授会が医学部学生目治会と交渉，確認書に署名．

6月 4日 教菱部構内で「全共闘」系学生と社会体制研究会の学生が乱闘，

数名が負傷．

6月18日 「青医連」が医学部附屈病院第 1外科研究棟を封鎖．

6月25日 「医学部学生スト実行委員会」の学生が医学部，医学部附属病院，

歯学部，歯学部附属病院の各事務室を封鎖．

6月26日 「反帝学評」の学生が，事務局および学生部を封鎖．

6月28日 「教蓑部闘争委員会」系の学生が，教荘本館を封鎖．

7月 1日 「経済学部大学院スト実行委員会」の学生が，附属図書館を封鎖

(8月 10日解除）．

7月 4日 「工学部共闘会議」の学生が工学部本館， 「文，法，青，経学部

共闘会議」の学生が，法学部をそれぞれ封鎖．
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7月14日 「反帝学評」を中心とする学生が経済学部を封鎮．

7月17日 大型計算機センターの被害調査について公示．

8月 4日 「教養部闘争委員会」系の学生が教養部2号館， 3号館を封鎖．

8月14日 間日直幹医学部長の総長事務取扱辞任にともない，谷口鉄雄文学

部長が総長事務取扱に就任．

8月18日 大型計算機センターの被害調査を試みたが，一部学生の妨害によ

って中止．

9月 4日 西利協総会．

内容：九大センター事情聴取，西利協として今後とるべき態度

について．

1 0月 2日 教養部教官会議に「教養部闘争委員会」系の学生が大衆団交を強

要，二人の評議員を約30時間にわたって拘束．

1 0月 4日 大学制度委員会が「中間報告」を公表．

1 0月14日 封鎖建物の解除及び大型計算機センター再建の妨害排除のため，

機動隊の出動を要請．午前6時，各キャンパスの封鎖建物をつぎ

つぎと解除．教養部本館に立てこもっていた学生 16名を含めて

3 4名の学生が逮捕された．墜落米軍機は米軍の委託を受けた業

者の手により学外へ強制撤去．

1 0月16日 ヘルメット着用の学生， 「青医連」， 「基無研連」等約 10 0名

が医学部構内をデモ．一部の学生が機動隊と衝突し 51名が逮捕

された．

1 0月20日 教養部田島寮の令状捜査．

1 0月22日 教養部本館を学生へ公開． 「教養部闘争委員会」系の学生が構内

デモ，駐留中の機動隊と衝突．

1 0月27日 大型計算機センターの被害調査実施． （～ 1 1月4日）

1 1月 7日 第13代学長に入江英雄医学部教授が就任．

1 1月13日 記念講堂で教養部学生大会，スト解除等を決議， 「全共闘」系学

生約30 0名が会場へ突入をはかり，学友会系学生34名が負傷．

大学は機動隊の出動を要請．

1 1月25日 記念講堂で再度教養部の学生大会，スト解除決議．

1 2月25日 大型計算機センター建築工事再開．

1 9 7 0年 2月20日 大型計算機センクー第1回運営委員会．

3月31日 大型計算機センター建物完工．

管理部門仮設センターより移転．

4月 1日 文部省令第6号により大型計算機センター設置．

計算機移設． （調整，フィールドテスト）

大野克郎教授（工学部），センクー長に再任．

有田五次郎講師，次長に就任．

景川耕宇講師，研究開発部長に就任．

5月 8日 大型計算機センター開所式．

第7回設置準備委員会と大型計算機センター運営委員会を合同で

開催．

内容：設置準備委員会の解散について．
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8月末 機器構成変更（磁気コア 32 KW,磁気ドラム 1台， XYプロッ

タ1台増）により主記憶装置 160KWになる．

1 2月 TSS実験開始，学外端局が九工大，福岡教育大など 18局に設

置される．

1 9 7 1年 3月 機器構成変更，ファイル装置が増強される．

負担金改定．4月 1日

6月

1 1月

TSSによる本格的実験の開始．

1 9 7 2年 4月 1日

ジョプ問合せ装置による問合せサービスの開始．

高田勝教授（工学部），センター長に就任．

景川講師，次長に就任．

松尾文碩講師，研究開発部長に就任．

5月

1 9 7 3年 3月

TSSの一部（リモート・バッチ）正式運用開始．

機器構成変更．

1 9 7 4年

4月 1日 負担金改定．

TSSの全面運用開始．

5月 九州工業大学の計算機システム (OKITAC 4300)とセ

ンターとの2400bps回線による結合．

4月 1日 高田教授，センター長に再任．

大里新太郎氏，事務長に就任．

グラフィック・ディスプレイ装置の稼動開始．

9月 1日 FACOM230-60システムより FACOM230-75シ

ステムに機種を変更．ファイル装置の増強により主記憶256K

Wになる．

1 1月l4日 カードリーダのオープン運用開始．

1 9 7 5年 3月 機器構成の変更，通信制御装置の増強．

主記憶装置448KWになる．

4月 1日 新しいオペレーティングシステムMoni.torvnによる計算サ

ービスを開始．

山口大学の計算機システム (FACOM230-28) と24 0 

0 bps,愛媛大学の計算機システム (FACOM23 0-2 8) 

と4800bps回線によるセンターとの結合．

大野教授．西利協会長に就任．

TSS交換回線 (30 0 bps)サービス開始．

6月 4日 「センターヘの苦情を聞く会」開催．

1 0月 1日 負担金改定．

九州大学基礎情報学研究施設の計算機システム (FACOM U 

-2 0 0)とセンターとの24 0 0 b p s回線による結合．

1 0月 6日 XYプロッタの運用方法の変更．

I 0月30日 機器構成の一部変更．

I 9 7 6年 4月 1日 田町常夫教授（工学部），センタ＿長に就任．

前田清晴氏，事務長に就任．

7月16日 次期システム検討委員会が，センター長の委嘱により設置される．

（委員 13名）．
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9月

l 1月

1 9 7 7年 1月

機器構成の一部変更．

大容量記憶装置の増強，主記憶 51 2 KWになる．

次期システムの予算（年間借料4億20 0万円）内示される．

2月 15日 次期システムとして FACOM M-190システムを選定．

4月 18日 九州大学情報処理教育センター設置される．

8月20日 センター建物改築工事着エ (2階， 3階）．

9月20日 FACOM230-75の稼動終了．その後の処理は FACOM

M-1 9 0システム導入まで， FACOM M-160システム

（富士通福岡営業所に設骰）で行う．

1 0月 4日 M-1 9 0システム，センターに設置．

1 0月15日 広報別冊新システム特別号発刊．

1 0月29日 M-1 9 0システムの公開テスト． （～ 1 0月31日）

1 1月 1日 FACOM230-75システムより FACOM Ml90シス

テムに機種を変更．主記容批6M 8, 磁気ドラム容鼠45 M 8, 

ディスクバック容且6000MBとなる．デマンド出力機能等の

導入．

1 2月

1 9 7 8年 1月

TSS交換回線 (12 0 0 bps)のサービス開始．

九州大学情報処理教育センターの計算機システム (ACOS77)

と9600bps, 熊本大学の計算機システム (FACOM23

1 9 7 9年

0 -7 5) とセンターとの 2400bps回線による結合．

3月 宮崎大学の計算機システム (FACOM230-38) とセンタ

ーとの 2400bps回線による結合．

4月 1日 田町教授，センター長に再任．

利用負担金，ジョプ制限値の一部改定．

出力検索，印字付カードパンチ出力機能の追加．

4月22日 新システム披露式．

6月 1日 福岡市の水不足による給水制限のため，この期間断続的に時間外

運転の中止を余儀なくされる． （～ 1 0月30日）

7月 1日 ジョプ制限値の一部改定．

I 2月 IO C端末による FSO(Full Screen Option) 

機能の追加．

4月 1日 利用負担金の一部改定． （演算負担金の季節による変動制， EX

CP料金追加等）

4月23日 大分大学の計算機システム (FACOM230-38S) とセン

ターとの 2400bps回線による結合．

5月 英小文字のLP出カサービス．

6月23日 TSS端末展示会開催．

6月30日 センター創立 10周年記念式典．

9月 1日 センター建物増築工事． （1980.3.31) 

1 1月 1日 利用負担金を改正． （演算負担金の値下げ）

FACOM M-200 (2CPU, 10MB)に変更．

1 1月 13日 センター規則を改正．

（大学院総合理工学研究科設置に伴う，運営委員の増員）
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1 2月20日

1 9 8 0年 4月 1日

5月31日

6月 3日

6月21日

1 0月 1日

1 1月 5日

1 2月 9日

1 9 8 1年 3月18日

4月 1日

7月11日

7月27日

8月 1日

8月

1 0月 1日

1 2月 1日

1 2月

1 2月 9日

1 9 8 2年 3月 1日

3月15日

3月23日

4月 1日

1 0月 1日

1 0月29日

1 1月

1 9 8 3年 2月

3月22日

4月21日

8月 1日

1 1月 4日

1 2月10日

1 9 8 4年 1月28日

2月 3日

4月 1日

データベースのサーピス開始． （INSPEC) 

加納省吾教授（理学部），センター長に就任．

清水乙明氏，事務長に就任．

センター建物増築の記念式典．

光学文字読取装置 (0CR)のサーピス開始．

TSS端末展示会．

利用負担金を改正． （カード穿孔を削除）

カード穿孔サービスの廃止．

FACOM M-200 (3CPU, 16MB)に変更．

漢字端末及び日本語ラインプリンターNLPのサービス開始．

データベース委員会を設骰．

統計解析システム SASのサービスを開始．

利用負担金を改正．

（ファイルアクセス料金， MSS料金）

大容量記憶装置MSSのサービスを開始．

TSS端末展示会．

行政管理庁九州管区行政監察局の行政監察．

多目的講習室の利用内規を制定．

仮想計算機モニタ AVMの運用開始．

利用負担金を改正． （ネットワーク利用負担金の新設）

DDXによる大学間ネットワークのサービスを開始．

FACOM M-200 (3CPU, 24MB)に変更．

公用データペース取り扱い内規を制定．

画像処理サービス（グラフィカ 1-5000)の開始．

夜間無人運転システムの運用を開始．

センター規則を改正．

（運営委員に欠員が生じた場合の後任委員の任期を明記）

加納教授，センター長に再任．

合屋啓義氏，事務長に就任．

利用負担金を改正． （NLPの図形文字バターン数による課金）

インテリジェント端末研究会．

FACOM M-200 (3CPU, 32MB)に変更．

CVCF（静止型定電圧定周波電源装置）を導入．

データ通信専用交換機PACXの運用開始．

DDXパケット交換網と特定通信回線及び公衆通信回線の相互接

続のサーピス開始．

FACOM M-382 (2CPU, 48MB)に変更．

データセットの自動バックアップ開始．

計算機室改修． （1984. 1. 14) 

TTY端末のフルスクリーン機能 (PFD-TTY)のサービス

開始．

第 1回計算機科学研究集会．

吉田 将教授（工学部），センター長に就任．
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1 9 8 5年

1 9 8 6年

8月

8月17日

1 2月 6日

1 2月 7日

1月 1日

4月 1日

4月 2日

6月17日

7月 1日

9月30日

1 1月27日

1月 6日

利用負担金を改正． （CPU長時間割引， MSS使用料）

夜間の完全無人運転を開始．

オープンステーション (INLT, MT等）の夜間開放．

リモートバッチジョプ（ジョプクラス A) の優先処理．

第 2回計算機科学研究集会．

計算機ネットワーク委員会を設慨．

利用負担金を改正． （ファイル料，プリンタ料の値下げ）

岩谷正男氏，事務長に就任．

FACOM M-382 (2CPU, 64MB)に変更．

FORTRANのマドレス拡張槻能のサービス開始．

TSS交換回線 (24 0 0 bps, T T Y手順）のサービス開始．

データセットの自動マイグレーション開始．

第 3回計算機科学研究集会．

FACOM M-380S (2CPU, 64MB) ・FACOM 

VP-100 (lCPU, 32MB)に変更

カード出カサービスの廃止．

インパクト式LP出カサービスの廃止．

4月 1日 相良節夫教授（工学部），センター長に就任．

共通利用番号制を実施．

第二種パケット交換サーピスを開始．

7月 1日 TSS交換回線で24 0 0 bps (H D L C手順）のサービス開始．
1 1月 4日 FACOM M-380SをFACOM M-382 (2CPU, 

64MB)に変更．

1 1月25日 第4回計算機科学研究集会．

1 9 8 7年 1月 5日 FACOM M-382 (2CPU, 96MB) ・FACOM 

VP-100 (lCPU, 128MB)に変更

4月 1日 研究開発部に教授定員． （助手定員振替）

8月18日

業務掛，第一業務掛と第二業務掛の二掛に分割．

田端時夫氏，事務長に就任．

学術情報センター，情報検索サービスを開始．

FACOM M-780/20 (2CPU, 192MB) ・FA 

COM VP-2 0 0 (1 CPU, 12 8MB)に変更．

ディスクの増強． （4 5 GBを10 0 G Bに）

画像システム (FIVIS)のサービス開始．

9月 1日 A4版高速NLPのサーピスを開始．

1 0月 1日 利用負担金を改正． （ネットワーク利用負担金の無料化）

N-1霜子メールのサービスを開始．

M-7 8 0による UTS(UNIX)の運用を開始．

1 0月 センター内LANのためのイーサネットケープルを敷設．

1 1月25日 第5回計算機科学研究集会．

1 9 8 8年 2月 1日 端末分室を設置． （大学院総合理工学研究科．機能物質科学研究）

MSSの返却計画に関連しディスクの増強．

(100GBを16 0 G Bに）
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2月 5日 学術情報パケット網による大学間ネットワークの運用を開始．

3月31日 MSSの返却

4月 1日 相良教授，センター長に再任．

出張利用者の旅費支給基準を改正．

端末分室を設置． （歯学部，薬学部，中央計数施設）

7月 1日 TSS交換回線で 96 0 0 bps (T T Y手順）サーピスを開始．

7月12日 「端末分室の設置及び運営に関する内規」を制定．

7月25日 中央計数施設の端末分室で， AD変換サーピスを開始．

9月 1日 BITNETの電子メールサービスを開始．

TSS交換回線で 96 0 0 bps (H D L C手順）サーピスを開始．

9月19日 センター内にVP導入のためのワーキンググループを設置．

9月27日 連絡所における利用者講習会を開催． （VP講習会，於山口大学，
~9. 28) 

1 0月 1日 利用負担金を改正． （ファイルアクセス，ディスク料金の値下げ）

1 1月24日 第6回計算槻科学研究集会．

1 9 8 9年 1月 9日 JUNETの電子メールサービスを開始．

2月 7日 次期システム検討委員会を設置．

4月 1日 センター規則を改正． （研究開発部長を教授又は助教授とし次長

制を廃止）

利用負担金を改正． （消費税導入に伴う各区分共通負担金の設置）

磁気テープライプラリ装置MTL, ISDN対応通信制御装置

カット紙ラインプリンタ CLPの導入．

5月12日 スーパーコンビュータ導入説明会を開催．

6月 1日 島崎呉昭氏，センター教授に昇任し，研究開発部長に就任．

7月10日 CLPサーピス開始．

7月17日 計算機の内部コード系のデフォルトを変更．

（九大固有コードのデフォルトをInternationalEBCDICに）

8月22日 端末分室を設罹． （経済学部）

9月18日 端末分室を設置． （教養部）

1 1月10日 センター創立20周年記念懇談会．
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システム輝成 a>変逗

I. FACOM 230-60システム (19 6 9年 3月～ 19 7 4年 8月）

11. FACOM 230-75システム (19 7 4年 9月～ 19 7 7年 9月）

m. FACOM M-1 9 0 pp s (1 9 7 7年 11月～ 19 7 9年 10月）

N. FACOM M-200システム (1 9 7 9年 11月～ 19 8 3年 7月）

V, FACOM M-382システム (1 9 8 3年 8月～ 19 8 5年 12月）

VI. FACOM M-380S, FACOM VP-100システム

(1 9 8 6年 1月～ 19 8 6年 10月）

VlI. F A C O M M -3 8 2, F A C O M V P -1 0 0システム

(1 9 8 6年 11月～ 19 8 7年 7月）

Vlll. F A C O M M -7 8 0, F A C O M V P -2 0 0システム

(1 9 8 7年 8月～
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I. FACOM 230-60システム (1969年3月～1974年8月）
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II. FACOM 230-75 PPS (1974年9月～1977年9月）
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IV. FACOM M-200システム (1979年11月～1983年7月）
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V. FACOM M-382システム (1983年8月～1985年12月）
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VI. FACOM M380S, FACOM VP-100システム
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Vll. FACOM M-382, FACOM VP-100システム
(1986年11月～1987年7月）
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VJII. FACOM M-780, FACOM VP-200システム
(1987年8月～）
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セ ン 夕 2
 ゜
年 の利用統計

利用者， CPU時間， 処理件数の推移
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汎用計算機の処理件数の推移（ヅョプ区分別）
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ヅョプ処理件数の推移（地区別）
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ヅョプ処理件数の推移（大学別）
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ジョプ処理件数の推移（職種別）
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汎用計算機のCPU時間の推移（ヅョプ区分別）
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CPU時間の推移（地区別）
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実利用者の推移（ヅョプ区分別）
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人
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゜

実利用者数の推移（地区別）
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実利用者の推移（大学別）

人
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。

日加大学

四九州工業大学

国熊本大学

図愛媛大学

目佐賀大学

[]宮崎大学

乙山口大学

回長崎大学

皿九州産業大学

□その他
□センター
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人
2500 

2000 

1500 

1000 

5 0 0---l 

実利用者数の推移（学部別）

目工学部

芦自早巨写声巨自国舞渭甫皿l見い庁ml 1111 I | 国理学部
口教症部

皿農学部

区］医学部

[O教育学部

図研究所

口その他

I巨円「lLJヒ」目し」ヒ」日日日日 In 

゜6 9 7 0 7 1 7 2 7 3 7 4 7 5 7 6 7 7 7 8 7 9 8 0 8 1 8 2 8 3 8 4 8 5 8 6 8 7 8 8 年度
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人

2500 

2000 

1500 

1000 

5 0 0 I 

実利用者数の推移（職種別）

" ＂ ＂ i /~A l l il  ! ＂’'1 1 1r一9 t---＇1 9 9 1 1 9, 1 il 1 1 I I ti l l 1 9 1l III I II I I I I II I I l I II III I il I I l I Ii i l l l 
四教授

国助教授

ビ］講師

g助手
皿大学院生

口その他

o l 匡呈ニコ l碑：9．:！ ［碑•..it:ll巡：ャ：9．！ l m; A l l奴•.,::,:1 1-:,:.:.:-:.:•?』！ 1’`．ロ・:,:,,1 [やX)iI I 9年 ・.li E・｝謳•I 1··..•翠·! l. •. • •••;•\• : 1 [』・.•;· :,. I I :9..．T.： ••:1 I'.,..:,‘•:·,• I I』...::r・・<:i [唸•滋•l
巴センター

！ i I ； ｛ i < l t i ｛ § f § § i § 骨 り88 年度
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スーパーコンビュータの処理件数の推移

（ジョプ区分別）
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スーパーコンピュータのCPU時間の推移

（ジョプ区分別）

時間
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歴 代 運 営 委 員

(1968. 7.1-1970.6.30) 

所属

大型計算機センター長

九州大学 工学部

九州大学 経済学部

九州大学 理学部

九州大学 理学部

九州大学 理学部

九州大学 医学部

九州大学 工学部

九州大学 工学部

九州大学 農学部

九州大学 教養部

九州大学 応力研

東京大学 工学部

広島大学 理学部

山口大学 文理学部

九州工業大学工学部

熊本大学 工学部

九州大学 事務局

備 考

委員長

副委員長

委員

(1970.7.1 ~1972. 4. 30) 

所属

大型計算槻センター長

大型計算機センター長

九州大学 工学部

九州大学 教育学部

九州大学 理学部

九州大学 理学部

九州大学 理学部

九州大学 薬学部

九州大学 薬学部

九州大学 工学部

九州大学 工学部

九州大学 庭学部

九州大学 教養部

九州大学 教養部

九州大学 応力研

委員長

委員長

副委員長

委員

水

町

屋

田

水

口

本

崎

上

山

崎

祐

敏

昭

省

博

郎

勝

雪

夫

夫

三

愛

浩

夫

造

彦

俊

一

名
＿
克

恭

俊

吉

一

郎三

常

圭

幾

茂

繁

純

茂

順

公

両

野

田

屋

川

藤

角

氏

大

高

大

北

工

三

森

消

田

土

上

消

森

山

谷

井

松

山

長

名

授

授

授

授

授

授

授

授

授

授

授

授

授

授

授

授

授

局

教

教

教

務

織

教

教

教

教

教

教

助

教

教

助

教

助

教

教

教

教

教

事

野

田

田

野

川

藤

田

水

藤

水

町

屋

田

田

水

氏
一

大

高

高

狩

北

工

広

清

後

消

田

土

上

竹

消

職名

教授

教授

教授

助教授

教授

教授

教授

助教授

助教授

教授

教授

助教授

教授

教授

助教授

素

敏

昭

栄

常

圭

幾

名備考

克郎～1972.3.31

勝 1972.4.1-

勝～1972.3.31

朗

男

夫

治

樽～1970.7.31

茂 1970.8.1-

浩

夫

造

彦～1971.7.31

宏 1971.8.1~

俊～1971.6.15茂
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九州大学

東京大学

広島大学

山口大学

九州工業大学

熊本大学

九州大学

九州大学

応力研

工学部

理学部

文理学部

工学部

工学部

事務局

事務局

川

森

山

谷

井

松

山

伊
長

長

授

授

授

授

授

授

局

局
務

務

教

教

教

教

教

教

事

事

建

口

本

崎

上

山

崎

藤
ー3

~

 

.
1
 

4
 

3
 

ー7

1

 

1
9
9
7
 

~

1

 

一

郎

雄-1-

和

繁

純

茂

順

公

両

政

雄 1971.6.16

一

恭

俊

吉

(1972.5.1 ~1974. 4.30) 

所属

大型計算機センター長

九州大学 工学部

九州大学 法学部

九州大学 理学部

九州大学 理学部

九州大学 理学部

九州大学 歯学部

九州大学 工学部

九州大学 工学部

九州大学 農学部

九州大学 教養部

九州大学 生産研

東京大学 工学部

広島大学 理学部

山口大学 文理学部

九州工業大学工学部

熊本大学 工学部

長崎大学 医学部

九州大学 事務局

九州大学 事務局

備 考

委員長

副委員長

委員

(1974.5.1 ~1976. 4. 30) 

所属

大型計算槻センター長

大型計算機センター長

九州大学 工学部

九州大学 文学部

九州大学 理学部

九州大学 理学部

委員長

委員長

副委員長

委員

常

正

精

栄

昭

正

野

田

藤

根

上

田

町

氏

高

田

柚

藤

広

工

山

三

楠

林

竹

宮

森

山

谷

井

松

佐

伊

手

長

長

名

授

授

授

授

授

授

授

授

授

授

授

授

授

授

授

授

授

授

局

局

務

務

職

教

教

教

教

教

教

教

教

教

教

教

教

教

教

教

教

教

教

事

事

一
勝
夫
夫

名

田

武

口

本

崎

上

山

藤

藤

塚

一

治

夫

次

操

郎

哉

宏

修

一
浩

勝

繁一

純恭

茂俊

順吉

公一
諏助

政雄～1974.3.31

卯津美 1974.4.1~

名

一

授

授

授

授

授

授

職

一

教

教

教

教

教

教

田

町

町

津

野

田

高

田

田

船

浅

広

氏一 名備考

勝～1976.3.31

常夫 1976.4.1~

常夫～1976.3.31

孝行

長一郎

栄治ー1975.12.15
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九州大学

九州大学

九州大学

九州大学

九州大学

九州大学

九州大学

九州大学

京都大学

広島大学

山口大学

九州工業大学

熊本大学

長崎大学

九州大学

九州大学

理学部

理学部

医学部

工学部

工学部

農学部

教養部

応力研

工学部

理学部

文理学部

工学部

工学部

医学部

事務局

事務局

(1976.5.1 ~ 1978.4.30) 

所属

大型計算機センター長

九州大学 工学部

九州大学 経済学部

九州大学 理学部

九州大学 理学部

九州大学 理学部

九州大学 薬学部

九州大学 工学部

九州大学 工学部

九州大学 庭学部

九州大学 教養部

九州大学 生産研

京都大学 工学部

広島大学 理学部

山口大学 文理学部

九州工業大学工学部

九州工業大学工学部

熊本大学 工学部

長崎大学 医学部

九州大学 事務局

委員長

副委員長

委員

槻

田

村

口

田

松

原

本

崎

上

山

藤

塚

斐

大

木

中

江

楠

林

上

竹

西

山

谷

井

松

佐

手

甲

長

長

授

授

授

授

授

授

授

授

授

授

授

授

授

授

局

局

務

務

教

教

教

教

教

教

教

教

教

教

教

教

教

教

事

事

田

尾

原

本

崎

田

町

口

屋

野

田

合

柳

氏

田

江

大

桟

木

河

吉

楠

石

林

竹

妹

西

山

谷

吉

磯

松

佐

甲

長

名

授

授

授

授

授

授

授

授

授

授

授

授

授

授

授

授

授

授

授

局

教

務

職

教

教

教

教

教

教

助

教

教

教

教

教

教

教

教

教

教

教

教

事

田

山

藤

斐

6

6

 

1

1

7

 

.
1
 

2

1

.

 

1

.

1

 

6
 

5

7

6

 

7

9

7

 

9

1

9

 

1

~

1

 

郎

夫

臣

男

郎

哉

彦

樹

宏

恭

俊

吉

一

助

美

夫

ー

一

津

昭

茂

元

鉄

浩

勝

幾

正

純

茂

順

公

謙

卯

安

ー3

6

 

•1 3
 .
6
 

7
 
7

7

 

9

7

 

1

9

 

ー

夫

男

雪

郎

夫

路

夫

郎

誠

哉

宏

利

宏

恭

俊

将

行

一

助

夫

―

―

 

名

一

常

鉄

祐

長

茂

光

節

浩

泰

公

謙

安
勝

泰

純

茂

備 考
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(1978.5.1 ~1980. 4.30) 

所 属職名

大型計算機センター長 教授

大型計算機センター長 教授

九州大学 理学部教授

九州大学 教育学部教授

九州大学 理学部教授

九州大学 理学部助教授

九州大学 歯学部教授

九州大学 工学部教授

九州大学 工学部教授

九州大学 工学部教授

九州大学 農学部教授

九州大学 教養部教授

九州大学 応力研教授

京都大学 工学部教授

広島大学 理学部教授

山口大学 工学部教授

九州工業大学工学部教授

熊本大学 工学部教授

長崎大学 医学部教授

長崎大学 医学部教授

福岡女子大学家政学部教授

九州大学 事務局事務局長

委員長

委員長

副委員長

委員

考

ー3

1

 

3

4

 

備

噂

噂
夫

吾

夫

哉

路

弘

郎

将

誠

功

哉

宏

樹

宏

恭

俊

行

名

ニ常
省

茂

光

光

忠

浩

純

茂

泰

公

識

俊
勝

田

松

原

本

水

正

山

藤

島

宗

斐

町

納

田

内

合

洲

栖

田

田

部

江

田

加

木

山

河

上

栗

吉

石

隈

林

竹

竹

西

山

清

磯

松

佐

岡

國

甲

氏一

安

~ 

助～1979.3.31

三 1979.5.1~

異

夫

(1980.5.1 ~1982. 4. 30) 

所屈

大型計算機センター長

九州大学 工学部

九州大学 法学部

九州大学 理学部

九州大学 理学部

九州大学 理学部

九州大学 医学部

九州大学 工学部

九州大学 工学部

九州大学 展学部

九州大学 教焚部

九州大学 総理工

委員長

副委員長

委員

名

授

授

授

授

授

授

授

授

授

授

授

授

教

教

職

ー

教

教

教

教

助

助

教

教

教

教

教

教

納

田

上

野

洲

村

田

部
江

加

吉

井

浅

郷

上

大

石

隈

林

竹

神

氏一

田

田

勝

吾

将

二

郎

広

弘

裕

誠

功

哉

宏

則

一

省

裕

長

信

忠

名一

幸

備 考
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九州大学

京都大学

広島大学

広島大学

山口大学

九州工業大学

熊本大学

熊本大学

長崎大学

福岡女子大学

九州大学

九州大学

委員長

委員長

副委員長

委員

生産研教授

工学部教授

理学部教授

理学部教授

工学部教授

工学部教授

工学部教授

工学部教授

医学部教授

家政学部教授

忠務局事務局長

事務局事務局長

(1982.5.1 ~1984. 4. 30) 

所 属職名

大型計算機センター長 教授

大型計算槻センター長 教授

九州大学 工学部教授

九州大学 文学部教授

九州大学 理学部教授

九州大学 理学部教授

九州大学 理学部助教授

九州大学 薬学部助教授

九州大学 工学部教授

九州大学 工学部教授

九州大学 工学部教授

九州大学 品学部教授

九州大学 教蓑部教授

九州大学 総理工教授

九州大学 応力研教授

九州大学 応力研教授

京都大学 工学部教授

広島大学 理学部教授

広島大学 理学部教授

山口大学 工学部教授

九州工業大学工学部教授

熊本大学 工学部教授

長崎大学 医学部教授

福岡女子大学家政学部教授

九州大学 事務局事務局長

九州大学 事務局事務局長
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水

原

本

海

水

山

岡

島

宗

上

市

速

西

山

鳴

消

磯

松

森

岡

國

村

古

田

宮

楠

建

原

海

原

水

純

茂

泰

公

俊

虎

正

洋

宏

恭～1981.6.15

元 1981.6.16-

俊

行

- ~1981.6.15 

享 1981.6.16~

三

呉

太ー1982.3.31

俊 1982.4.1-

正

茂

泰

文

俊

納

田

田

田

渡

野

氏

加

吉

吉

松

広

浅

郷

古

牧

牛

西

林

竹

駒

大

川

西

嗚

菅

消

磯

上

岡

國

古

舟

森

野

島

谷 和

弘

勝

名備考

省吾～1984.3.31

将 1984.4.1~

将～1984.3.31

伊作

文利

長一郎

信広

徹哉

稔

夫

信

哉

宏

男

丹～1983.4.30

雄 1983.5.1~ 

宏

元～1982.7.10

博 1982.9.1~

俊

行

雄

三

異
俊～1984.3.31

夫 1984.4.1~

安

和

野

島

宗

市

橋 正

昭



(1984.5.1-1986.4.30) 

所属

大型計算機センター長

大型計算機センター長

九州大学 工学部

九州大学 経済学部

九州大学 理学部

九州大学 理学部

九州大学 理学部

九州大学 歯学部

九州大学 工学部

九州大学 工学部

九州大学 農学部

九州大学 教養部

九州大学 総理工

九州大学 生産研

京都大学 工学部

広島大学 理学部

山口大学 工学部

九州工業大学工学部

委員長

委員長

副委員長

委員

熊本大学

長崎大学

福岡女子大学

九州大学

九州大学

名

授

授

授

授

授

授

授

授

授

授

授

授

授

授

授

授

授

授

教

糊

ー

教

教

教

教

教

教

助

教

教

教

教

教

教

教

教

教

教

教

工学部教授

工学部教授

家政学部教授

事務局事務局長

班務局事務局長

田

良

島

村

中

田

島

栖

野

谷

氏
一

吉

相

牛

市

田

松

新

栗

牧

西

林

竹

駒

藤

西

菅

消

加

田

宮

井

原

原

水

藤

(1986.5.1~1988.4.30) 

所属

大型計算機センター長

九州大学 工学部

九州大学 教育学部

九州大学 理学部

九州大学 理学部

九州大学 理学部

九州大学 医学部

九州大学 工学部

九州大学 工学部

九州大学 展学部

委員長

副委員長

委員

授

授

授

授

授

授

授

授

授

授

名

、

教
教

教

教

教

教

助

教

教

教

教

職

野

田

宗

橋

坂

上

山

國

舟

築

名備考

将ー1986.3.31

夫 1986.4.1~ 

夫

三

彦

嗣

弘

勝

安
不
＿

ー3
 
3
 
6
 
8
 
g
 

ー～
 

一

郎

稔

信

哉

宏

男

夫

宏

博

俊

史

二

節

和

昭

武

博

耕

浩

正

茂

清

文

英

昭

弘

勝

1

~

 

3

1

 

．． 
3

4

 

．． 
8
6
8
6
 

1
9
1
9
 

～
 

雄

二

呉

夫

享

良

島

野

中

田

田

村

野

谷

氏

一

相

牛

狩

田

松

高

大

牧

西

林

名

節夫

和夫

素朗

武彦

博嗣

健次郎

裕～1988.3.31

稔

信

哉

備 考
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九州大学 教養部教授

九州大学 総理工教授

九州大学 応力研教授

九州大学 応力研教授

京都大学大型計算機tカ-教授

広島大学 理学部教授

山口大学 工学部教授

九州工業大学工学部教授

熊本大学 工学部教授

長崎大学 工学部教授

福岡女子大学家政学部教授

九州大学 事務局事務局長

九州大学 事務局事務局長

(1988.5.1~1990. 4. 30) 

所 属職名

大型計算槻センター長 教授

九州大学 工学部教授

九州大学 法学部助教授

九州大学 理学部助教授

九州大学 理学部助教授

九州大学 理学部助教授

九州大学 薬学部教授

九州大学 工学部教授

九州大学 工学部教授

九州大学 展学部教授

九州大学 教焚部教授

九州大学 総理工教授

九州大学 機能研助教授

京都大学大型計算機t~- 教授

広島大学 理学部教授

山口大学 工学部教授

九州工業大学工学部教授

熊本大学 工学部教授

長崎大学 工学部教授

福岡女子大学家政学部教授

福岡工業大学工学部教授

九州大学 事務局事務局長

委員長

副委員長

委貝

田

井

山

川

野

原

田

藤

野

田

宗

坂

藤

寺

竹

荒

小

石

星

菅

富

加

上

山

國

築

後

弘

正

正

真

清

文

英

英

ー3
 .
1
 

3
 .
5
 
，
 

8

9

 

1
9
9
8
 
ー

夫

夫

孝

郎

正

人

治

義

宏

策

子

通

夫

聰

博

吾

史

雄

二

異

夫

夫

次

名

ー

節

和

仁

健

博

直

泰

久

猛

雄

嘉

弘

寿

良

島

田

田

島

木

本

山

藤

尾

井

井

村

野

原

田

藤

野

田

宗

町

藤

氏

一

相

牛

和

高

木

仁

井

松

伊

藤

酒

荒

富

星

菅

宮

加

上

山

國

田

後

常

英

1

~

1

~

 

3

1

3

1

 

3

4

3

4

 

8
8
8
8
 

7
 
8
 

7
 

1
9
1
9
 

8
 
9

9

 

ー

～
 

ー～
 

宏

通

亘

行

聰

博

吾

史

雄

二

呉

享

夫

備 考

正

真

清

文

英
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歴代センター長・次長・研究開発部長・教官・事務長•掛長

職 名 氏 名 在職期間 現 職

センター長

郎

勝

夫

吾

絡

夫

野

田

町

納

田

良

大

高

田

加

吉

相

克

常

省

節

次 長

有

景

研究開発部長

有

景

松

島

専任教官

田

川

田

川

尾

崎

宮

藤

上

藤

村

下

川

永

富

木

原

川

井

延

生

川

崎

津宇
工

井

武

二

竹

景

末

武

高

篠

有

櫻

松

竹

古

島

五次郎

耕宇

郎

宇

碩

昭

次五

耕

文

異

利

正

尚

栄

政

哲

異

1968. 5-1972. 3 

1972. 4-1976. 3 

1976. 4-1980. 3 

1980. 4-1984. 3 

1984. 4-1986. 3 

1986. 4-

1970. 4-1972. 3 

1972. 4-

1968. 5-1970. 3 

1970. 4-1972. 3 

1972. 4-1989. 5 

1989. 6-

孝一 1969.12-1973. 7 

奈津子 1969.12-1976. 8 

十四雄 1970. 4-1975.10 

直彦 1970.12-1973. 3 

祥ー 1973. 5-1988. 3 

節子 1973. 8-1977. 4 

耕宇 1973. 9-

正 1975.12-1987.3 

敬 1977.4-1988. 3 

久 1977.7-1982. 2 

武 1982.4-1987. 3 

俊 1988.4-1989. 3 

子 1987.4-

治 1987.4-

資 1988.6-
也 1989.2-

昭 1989.6-
-48 -

福大工学部長

久工大学長

福工大教授

北九大教授

九工大情報工学部長

九工大教授

九工大教授

大型t汐-次長

工教授

大分大教授

工助手

退糊

退職

大分大助教授

医助手

九工大助教授

佐世保高専助教授

情報教t次長
九工大助教授

工助手



併任・兼任教官

有

大

有

牛

有

坂

事 務 長

高

大

前

消

合

岩

田

総務掛長

河 野

庶務掛長

田

矢

田

島

川

本

藤

里

田

水

屋

谷

端

川

香

藤

田

寺

内

藤
音

河

石

浅

後

前

観

安

江

会計掛長

野

上

江

藤

野

口

利

重

浦

多

河

井

波

後

庄

江

世

倉

松

枝

正

郎

夫

夫

人

次

和

建

五

和

節

直

敏

郎

暗

明

義

男

夫

太

直

新

消

乙

啓

正

時

敬

彦

信

宏

典

佑

孝

雄

武

義

邦

大

伸

敬

治

安

康

次

治

次

也

光

勇

幸

正

夫

郎

典

四

郁

意

秀

1970. 1-1970.10 

1971.10-1973. 8 

1973. 1-1984. 3 

1973. 4-

1973. 4-

1974. 2-1975. 8 

1969. 4~1974. 3 

1974. 4~1976. 3 

1976. 4~1980. 3 

1980. 4~1982. 3 

1982. 4~1985. 3 

1985. 4~1987. 3 

1987. 4~ 

1969. 4~1971. 3 

1971. 4~1974. 3 

1974. 4~1977. 4 

1977. 5~1983. 3 

1983. 4~1985. 3 

1985. 4~1987. 3 

1987. 4~1987. 7 

1987. 8~ 

1971. 4~1971. 5 

1971. 6~1975. 3 

1975. 4~1976. 4 

1976. 5-1979. 3 

1979. 4~1981. 8 

1981. 9~1985. 3 

1985. 4~1987.3 

1987. 4~1989. 3 

1989. 4~ 

退職（津田）

東海大教授

九工大教授

筑波大教授

職

職

亡

職

職

暇

退

退

死

退

退

退

退職

退職

農庶務掛長

医庶務掛長

佐賀医大庶務課長補佐

総理工庶務課人事掛長

死亡

退職

器事務長

死亡

医短大会計掛長

理事務長補佐

医病医事課外来掛長

歯総務課第二用度掛長

経理課第二用度掛長
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共同利用掛長

竹

山

世

八

矢

業務掛長

原

田

利

尋

山

川

江

郷

島

岡

利

尋

重

多

石

波

本

中

西

世

八

倉

幸

重

郁

熊

哲

第一業務掛長

第二業務掛長

渡

l l l 

遥

寄

孝

安

忠

親

治

連

夫

徳

也

一

義

保

夫

徳

郎

四

郁

熊

憲

養用度掛長

法会計掛長

歯総務課第二用度掛長

医病医事課医事掛長

義

正

治

光

1976. 5~1980. 3 

1980. 4~1983. 3 

1983. 4~1985. 3 

1985. 4~1986. 3 

1986. 4-

1970. 4~1971. 3 

1971. 4~1975. 3 

1975. 4~1977. 4 

1977. 5~1979. 3 

1979. 4~1980. 3 

1980. 4-1983. 3 

1983. 4~1985. 3 

1985. 4~1987. 3 

退職

死亡

退職

佐賀医大会計課長補佐

企画課総務掛長

歯総務課第二用度掛長

医病医事課医事掛長

経理課第二用度掛長

之

子

1987. 4~ 

1987. 4~ 
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年 度 別予算

表

附 属 施 設 経 費
区分 経常費 施 そ玖几 費 合 計
電算機等借料 校 費 他 計

年度 千円 千円 千円 千円 千円 千円
（建物新営）

42 235, 841 235,841 
（電源装置移設）

44 149, 993 16,810 166,803 5, 15 7 2. 818 I 174, 778 
45 149, 993 33,620 183,613 7, 15 7 190, 770 

(6 F整備工事）
46 149, 993 33,620 183, 613 3. 7 32 1 2, 3 9 5 1 199,740 
47 149, 993 33, 620 183, 613 3, 902 187,515 

（計算機室冷房増設他）
48 149, 993 78, 620 228,513 4, 0 28 8, 5 30 241.171 

（機種変更に伴う改修）
49 167,694 34, 038 201. 732 4. 6 4 9 14. 070 220,451 

（宿直室その他改修工事）
50 220, 800 39,016 259,816 5, 12 3 8. 900 I 273,839 
51 220,800 37,363 258,163 4, 736 262,899 

（機種変更に伴う改修）
52 266, 100 48,022 314, 122 3,858 21,880 339,860 

（空調配管替工事その他）
53 402. 000 38, 683 440,683 5, 7 29 15,500 461. 912 

（建物増設）
54 402,000 38, 683 440, 683 4, 7 80 167,000 612,463 
55 402,000 38, 728 440, 728 4, 3 58 445,086 

（空調機増設）
56 402,000 43,076 445,076 3, 400 6, 000 454,476 

(CV CF導入）
57 402,000 40, 922 442, 922 4. 0 5 7 138,000 584, 979 
58 402,000 40,877 442,877 3,085 445, 962 
59 402,000 38,877 440,877 4,814 445. 691 
60 402,000 38,877 440,877 4,840 445, 717 
61 436, 100 43,850 479,950 4, 164 484, 114 
62 456, 600 43,850 500,450 4, 2 3 9 504,689 

（空調機増設）
63 456, 600 48, 393 504,993 4, 0 97 20,000 529,090 

計 6,190,659 809, 545 7,000,204 89, 905 650, 934 7,741.043 

（予算額は当初配分額）

-51-



年度別定員現員表

各年 4月1日現在

定 員 現 員

年 教 事そ セ 教 助 講 助
限兼技
事 掛 主 非

務
計

ン 務 般 常
計 備 考

官技の
夕 教 任 ＾ 室ヽ 勤

I 教 琺 粒
度
官 官他 長 授 授 師 手 官官 長 長 任 員 貝

1 1 8 
4 4 
(4) 1 7 (4) 1 1 1 1 1 2 2 5 4 1 

1 1 8 
4 5 
(5) 1 7 (5) 1 2 2 1 2 4 5 6 1 3 4 

3 3 7 
4 6 
(3) 3 4 (3) 3 1 3 2 5 2 4 6 1 定貝増 19 1 4 

3 3 6 
4 7 
(3) 3 3 (3) 3 1 7 5 7 定員減 1 1 4 3 1 2 8 

3 3 5 
4 8 
(3)`  3 2 (3) 3 1 5 5 9 定員減 1 1 1 3 7 1 2 8 

3 3 5 

3 I 1 4 9 
(3) 3 2 (3) 6 0 1 1 4 6 1 2 7 1 6 

3 3 6 
5 0 
(3) 3 3 (3) 7 3 1 I 2 6 1 5 5 9 定貝増 1 1 1 4 1 

3 3 5 
5 1 
(3) 3 2 (3) 1 3 1 3 1 2 6 1 5 5 5 定貝減 1 1 4 

3 3 5 
5 2 
(3) 3 2 (3) 5 6 1 1 4 5 1 4 1 2 5 1 4 

3 3 4 
5 3 
(3) 3 1 (3) 1 1 2 2 3 1 3 5 3 定貝減 1 1 4 4 4 

3 3 4 
5 4 
(3 } (3) 3 1 1 1 4 5 1 4 2 2 2 1 2 5 2 

3 3 3 
5 5 
(3) 3 0 (3) 5 0 定貝減1 1 4 5 1 4 2 2 1 1 1 1 

3 3 3 

2 I 2 2 5 6 
(3) (3) 3 0 1 1 4 5 1 4 1 1 5 1 

3 3 2 
5 7 
(3) 2 9 (3) 5 4 8 定員減 1 1 1 4 1 4 2 2 1 ， 
3 3 2 

5 8 
(3) (3) 2 9 1 1 4 4 1 4 4 1 9 8 4 6 

3 3 1 
5 9 
(3) 2 8 (3) I 3 1 1 8 ， 4 5 定員減 1 1 4 4 4 

3 3 0 i 6 0 
(3) 2 7 (3) 1 1 4 3 1 4 4 1 7 8 4 3 定員減 1 

3 3 0 
6 1 
(3) 2 7 (3) 1 3 1 4 1 7 8 4 3 1 4 4 

3 2 9 
6 2 
{ 3) 2 6 (3 } 1 1 4 3 1 5 4 1 5 8 4 2 定員減 1 

3 2 9 
6 3 
(3) 2 6 (3) 1 1 3 3 I 5 4 I 5 8 4 1 

3 2 9, 
元
(3) 2 6 (3 } 1 2 3 3 1 5 4 1 5 8 4 2 

（ ）は運用定員を外数で示す。
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現 皐 衷

冗． 1 1. 1現在

教授 I助教授！講師 I助手 I事務官 I技官 I非常勤 計

センター長 (1)  (1)  

研究開発部長 ー ー

研究開発部 (2) 2
 

3
 

ー 2
 ノヽ

8

2

 

（
 

5
3
 

事

一

庶

会

務

一

務

一

計

長

一

掛

一

掛

ー ー

3
 

ー 4
 

4
 

ー 2
 

7
 

共同利用掛

第一業務掛

第二業務掛

計

2
 

ー 2
 

5
 

ー 3
 

ー 5
 

ーヽノ

1

3

 

（
 

2
 

3
 

ー

1 3 

7
 

l 2 8
 

8
 

3 9 
(3)  

（ ）は併（兼）任を外数で示す



元 職 員

所 属

研究
開発部

官職

ty$!寸支（併任）

む炉長（併任）

tンケ長（併任），

む炉長（併任）

切クー長（併任）

次長（兼任）

部長（兼任）

部長（兼任）

助教授（併任）

助手

助手

助手（併任）

助手

助手

助手（併任）

助手

助手

助

助

助

助

手（併任）

手

手

手

助手

助手

教務員（併任）

教務員（併任）

事務官

事務官

事務官

技官（併任）

事務補佐員

事務補佐員

事務補佐員

事務補佐員

事務補佐員

事務補佐員

野

田

町

納

田

田

田

尾

田

宮

藤

田

上

藤

矢

村

下

津

氏

一

大

高

田

加

吉

有

有

松

有

字

工

有

井

武

大

二

竹

坂

末

武

高

篠

有

小

柴

末

入

下

神

山

佐

鍬

倉

鬼

上

本

永

富

木

原

川

野

山

永

江

川

田

本

井

守

智

塚

妻

郎

勝

夫

吾

将

郎

郎

碩

郎

一

子

枝

雄

彦

正

次

次

次

津

四

一

克

五

五

文

五

孝

奈

和

十

直

建

祥

節

名

常

省

直

子

人

正

利

敬

久

武

俊

子

子

子

子

子

蔵

子

子

子

子

子

子

美

つ

代

知

正

渓

久

和

い

享

幸

芳

洋

民

基

千

真

在職期間 現 職

1968. 5~1972. 3 福大工学部長

1972. 4~1976. 3 久工大学長

1976. 4~1980. 3 福工大教授

1980. 4~1984. 3 北九大教授

1984. 4~1986. 3 九工大情報工学部長

1970. 4-1972. 3 九工大教授

1968. 5~1970. 3 九工大教授

1972. 4~ 1989. 5 エ教授

1973. 1~1984. 3 九工大教授

1969.12~1973. 7 大分大教授

1969.12~1976. 8 エ助手

1970. 1 ~ 1970.10 退職（津田）

1970. 4~1975.10 退職

1970.12~ 1973. 3 退職

1971.10~ 1973. 8 東海大教授

1973. 5~ 1988. 3 大分大助教授

1973. 8~1977. 4 医助手

（併任1971.5~1973. 7) 

1974. 2~1975. 8 筑波大教授

1975.12~ 1987. 3 九工大助教授

（併任1973.8-1975.11) 

1977. 4~1988. 3 佐世保高専助教授

（兼任1976.5-1977. 3) 

1977. 7~1982. 2 情報教t次長

（兼任1976.5~1977. 6) 

1982. 4-1987. 3 九工大助教授

1988. 4~1989. 3 エ助手

1970. 4~1971. 9 死亡

1978. 9~ 1981. 6 大分大学（古城）

1969. 4~1975. 4 医病医事課医事掛（山岸）

1969. 4-1985. 3 育図書掛

1969.12~1977. 3 エ航空工学科

1971. 5~1971. 9 情報処理課第一情報掛長

1970. 4~1981. 6 退識

1974. 4~1981. 7 退職

1975. 4~1977. 4 退職

1975.12~1978. 6 退職

1977. 8~1985. 2 退職

1981. 7~1983.10 退職
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事務部

内

原

田

田

池

沢

吉

江

寺

上

海

幡

村

田

里

香

中

川

郷

田

山

村

田

永

封

藤

多

音

今

石

松

森

高

石

河

大

島

福

水

松

手

関

池

竹

高

柴

柳

長

藤

波

伴

観

井

内

小

吉

横

大

浅

野

常

本

永

柴

辻

前

安

山

後

事務補佐員

技術補佐員

事務補佐員

技術補佐員

事務長

庶務掛長

会計掛長

事務官

事務官

技官

技官

技官

技官

技官

技官

共同利用掛長

事務官

事務官

事務官

事務官

技官

会計掛長

事務官

事務官

会計掛長

事務官

事務官

事務官

事務官

事務長

庶務掛長

事務官

事務官

業務掛長

技官

技官

技官

事務長

技官

技官

会計掛長

西

氷

岡

田

藤

川

野

石

津

田

谷

本

島

重

子

花

子

子

敏

治

次

夫

子

良

朗

男

男

治

男

治

消

幸

豊

雄

男

光

幸

宏

也

子

子

子

子

郎

美

三

太

京

結

貴

洋

直

孝

敬

一

喜

幸

哲

照

保

武

幸

幸

恒

久

安

直

邦

治

慎

直

広

晶

新

雄

準

―
―
襟

忠

勝

昌

恵

消

雅

信

一

秀

則

二

晴

博

広

勇

1981.12-1984.12 

1983. 9~1985.10 

1984.12-1987.12 

1985. 9~1988. 9 

1969. 4~1974. 3 

1969. 4~1974. 3 

1969. 4-1971. 5 

1969. 4~1975. 8 

1969. 4~ 1980. 3 

1969. 4~1978. 3 

1969. 4-1978. 3 

1 9 69. 4~ 1 97 1. 7 

1969. 4-1983. 3 

1970. 4~1985. 3 

1969. 4-1975. 3 

1969. 12-1980. 3 

1970. 4~1979. 3 

1970. 4~1976. 5 

1970. 4~1977. 4 

1970. 4~1977.10 

1970. 4~ 1982. 2 

1970. 7~ 1976. 4 

1971. 4-1977.11 

1971. 4~1974.11 

1971. 6~ 1975. 3 

1971. 6-1975. 8 

1971. 6~1974.3 

1971. 6-1979. 3 

1971. 6-1975. 2 

1974. 4~1976. 3 

1974. 4~ 1977. 4 

1974. 4~1977. 4 

1974.11~1979. 3 

1975. 4-1977. 4 

1975. 8-1979.12 

1975. 8~1981. 3 

1975. 8-1980. 3 

1976. 4-1980. 3 

1976. 4-1976. 4 

1976. 4-1979. 3 

1976. 5-1979. 3 

退職

退職

退職

退職

退職

退職

退職

入試課専門暇員

有明高専

工経理課用度掛

経学生掛主任

死亡

医病医事課外来掛

養教務掛主任

医病医事課医療情報掛主任

養用度掛長

歯総務課庶務掛主任

主計課支出掛主任

医病医事課給食掛

主計課第二監査掛主任

鹿屋体育大情報処理係長

死亡

鹿屋体育大国際交流係長

総理工庶務課人事掛長

展事務長

退職

退職

退職

退戦

退職

展庶務掛長

歯総務課人事掛

医人事掛長

退職

久留米高専

大分医大入院係長

長崎大情報処理係長

死亡

退眼

ェ、中央計数施設

医短大会計掛長
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会計主任

事務官

庶務掛長

業務掛長

事務官

事務官

事務官

技官

事務官

会計掛長

業務掛長

庶務主任

事務官

技官

技官

事務長

共同利用掛長

会計掛長

会計主任

事務官

事務官

技官

技官

事務官

技官

会計掛長

事務長

庶務主任

庶務掛長

共同利用掛長

会計主任

事務官

庶務主任

事務長

庶務掛長

会計掛長

事務官

事務官

事務官

庶務掛長

事務補佐員

郎

子

彦

義

郎

彦

行

満

夫

幸

保

佑

宏

実

二

明

連

夫

実

キ

悟

仁

弘

治

己

正

義

二

信

徳

昭

子

治

男

宏

郎

良

人

子

典

恵

一

ツ

保

四

穂

喜

征

理

武

親

敏

敏

忠

豊

英

康

ナ

啓

精

義

熊

成

美

寛

正

邦

窓

幸

直

美

大

美

井

藤

島

川

本

崎

賀

塚

野

岡

藤

山

本

野

水

田

利

津

永

田

井

崎

元

刈

口

屋

藤

田

尋

山

石

谷

寺

重

田

内

津

内

方

音

河

，

因

櫻

後

中

芹

山

楢

大

吉

庄

西

江

西

岡

河

消

山

世

石

松

池

永

菅

坂

芦

江

合

武

前

八

栗

調

白

岩

観

倉

福

竹

河

安

野

伸

尚

研

乙

重

郁

徳

直

隆

克

1976. 5~1980. 3 医病医事課給食掛主任

1977. 4~1977. 6 退職

1977. 5~1983. 3 医庶務掛長

1977. 5~1979. 3 佐賀医大会計課長補佐

1977. 5~ 1981.11 熊本大

1977. 5~ 1981. 3 薬庶務掛

1977. 1 O~ 1980. 3 養教務掛

1977. 8~1983. 3 医病医事課医療情報掛

1978. 4~1985. 3 経理課第一用度掛主任

1979. 4~1981. 8 理事務長補佐

1979. 4~ 1980. 3 企画課総務掛長

1979. 4~1982. 3 大計t庶務掛長

1979. 4~1983.10 琉球大

1979. 4~1979. 8 九工大助手

1979. 6~1981. 3 医病医事課入院掛

1980. 4~1982. 3 退職

1980. 4~1983. 3 法会計掛長

1980. 4~1987. 3 歯総務課第二用度掛長

1980. 4~ 1983. 3 佐賀医大用度第一掛長

1980. 4~ 1985. 3 医病管理課戦員掛

1980. 4~1985. 3 医用度掛

1980. 5~1988.10 九工大

1980. 5~1988.10 情報処理課第一情報処理掛

1981. 4~1983. 4 死亡

1981. 4~ 1987. 3 退暇

1981. 9~1985. 3 医病医事課外来掛長

1982. 4~1985. 3 退職

1982. 4~1984. 3 佐賀医大給与係長

1983. 4~1985. 3 佐賀医大庶務課長補佐

1983. 4~1986. 3 医病医事課医事掛長

1983. 4~ 1986. 3 企画課総務掛主任

1983. 4~1985. 3 経理課給与掛（山本）

1984. 4~1988. 3 蛍庶務掛主任

1985. 4~1987. 3 退職

1985. 4~ 1987. 3 総理工庶務課人事掛長

1985. 4-1989. 3 経理課第二用度掛長

1985. 4~1988. 3 エ経理課用度掛

1985. 4~ 1987. 8 退職

1986. 4~1989. 3 理学生掛

1987. 4-1987. 7 死亡

1969. 4~1971. 6 退職
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事務補佐員

事務補佐員

事務補佐員

事務補佐員

事務補佐員

事務補佐員

事務補佐員

事務補佐員

事務補佐員

事務補佐員

事務補佐員

事務補佐員

事務補佐員

事務補佐員

事務補佐員

事務補佐員

事務補佐員

事務補佐員

事務補佐員

技能補佐員

事務補佐員

事務補佐員

事務補佐員

事務補佐員

事務補佐員

技術補佐員

事務補佐員

事務補佐員

事務補佐員

事務補佐員

事務補佐員

哀務補佐員

事務補佐員

事務補佐貝

事務補佐貝

班務補佐員

事務補佐貝

恵務補佐員

事務補佐員

臨時用務員

臨時用務員

枝

子

子

子

美

子

子

子

子

子

子

子

子

子

子

子

子

子

子

消

子

み

子

子

代

郎

子

枝

子

子

子

子

子

み

子

子

み

香

子

武

信

恵

利

恵

理

代

や

代

と

奈

理

す

と

美

と

磨

勝

昭

玲

美

明

和

由

美

悦

真

千

裕

和

み

佳

厚

愛

博

妙

典

ひ

泰

順

照

三

典

初

幸

博

美

真

や

ひ

俊

恵

ひ

由

志

中

田

野

房

口

田

井

延

苫

池

高

田

本

田

井

塚

永

倉

正

野

木

川

田

崎

出

村

嶋

藤

田

野

島

浦

谷

貰

鍋

田

浦

内

部

河

野

野

藤

牛

野

鶴

松

光

三

柳

伴

日

宮

宮

原

長

藤

中

弥

高

秦

河

笹

栗

柴

山

野

中

松

後

西

天

積

田

木

綿

真

池

西

安

阿

1969. 4~1970. 9 

1969. 4~1970. 4 

1969. 4~1969.12 

1969. 4-1971. 6 

1969. 4~1969.12 

1969. 4~1970. 1 

1969. 4~1974. 3 

1969. 4~1974. 3 

1969. 4~ 1973. 2 

1969. 4~ 1973. 8 

1969. 4~1972. 3 

1969. 4-1973. 3 

1969. 5~1974. 3 

1970. 1~1972. 1 

1970. 4~ 1972. 3 

1970. 4~1973. 3 

1970. 4~ 1971.10 

1970. 4~1972. 3 

1970. 4~1978.12 

1970.12~1981. 3 

1971. 7-1975.12 

1971. 7~1975. 8 

1972. 4-1974. 9 

1972. 4~1975. 7 

1972. 4~1976. 3 

1972. 4~1974. 7 

1974. 4-1981.12 

1974. 4-1980.12 

1974. 4-1977. 6 

1975. 7-1980. 3 

1976. 4~1976. 7 

1979. 4~1980.12 

1980. 5~1985. 3 

1981. 2~1984. 1 

1981. 4~ 1981. 7 

1983. 7~1986. 6 

1984. 2-1987. 1 

1985. 4-1986.12 

1986. 7~1989. 4 

19.69. 5~ 1973. 7 

1973. 9~1983. 3 

退職

退繊

退蒻

退識

退職

退暇

退職

退職

退職

退職（本郷）

退職

退職

退職

退職

退職

退職

退職

退暇

退職

退職

退職

退職

退職

退職

図情報管理課会計掛（長浜）

工経理課工営掛主任

退職

退職

退職

退職

退職

退職

退職

退職

退闊

退職

九工大

退職

経助手

死亡
企画課総務掛
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現 職 員

所属

センター長

研究開発部

事 務 部

官職

教授（併任）

部長•教授

教授（兼任）

教授（兼任）

講師

諸師

助手

助手

助手

事務官

事務補佐員

技術補佐員

恵務長

庶務掛長

庶務主任

事務官

事務補佐員

会計掛長

会計主任

班務官

古務官

技官

芯務補佐員

臨時用務員

共同利用掛長

共同利用主任

班務官

古務補佐員

事務補佐員

第一業務掛長

システム迎用主任

技官

技官

事務補佐員

第二業務掛長

事務官

技官

正

亮

時

伸

春

圭

雪

秀

政

宗

俊

正

静

滴

哲

＿

夫

昭

夫

夫

宇

也

資

子

治

圭

子

子

夫

佑

生

子

美

典

美

雄

美

昭

枝

子

也

実

美

子

美

之

名

節

呉

和

節

耕

哲

政

尚

栄

一

定

治

子

子

子

幸

春

良

由

義

盛

良

崎

島

川

川

川

生

井

延

川

藤

田

端

藤

田

浦

藤

浦

本

井

倍

永

村

山

山

芳

内

部

追

田

池

川

田

寄

木

野

氏

田
＿

相

島

牛

有

景

古

竹

櫻

松

吉

進

寺

田

江

高

江

伊

松

宮

松

長

安

秋

西

矢

富

永

垣

賓

渡

原

柳

浦

前

川

肥

平

伸

妙

正

直

広

在職期間

1986. 4-

1989. 6-

1973. 4-

1973. 4-

1973. 9-

1989. 2-

1988. 6~ 

1987. 4~ 

1987. 4-

1985. 4-

1987.12-

1989. 2-

1987. 4-

1987. 8-

1988. 4-

1983.10-

1987. 2-

1989. 4-

1986. 4-

1969. 4-

1988. 4-

1971. 4~ 

1976. 4~ 

1970. 4~ 

1986. 4~ 

1969. 4~ 

1985. 4-

1969. 4-

1987. 1-

1987. 4-

1970. 4-

1971. 4-

1981. 4-

1989. 5~ 

1969.12-

1989. 4-

1978. 4-
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官

官

官

官

官

技

技

技

技

技

入江

河津

橋倉

藤井

多久島

啓

秀

龍
利

聡

磨

智

1980. 4-

1983. 4-

1988. 2-

1989. 2-

1989. 2-
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